



















・研究Ⅰ 予備調査 質的研究 半構造化面接・グループインタビュー・調査項目設定 
・研究Ⅱ 本調査 1 量的研究 無記名式質問紙調査の信頼性や妥当性の検証と因子構造
の確認 





が 4 つの構造①やりとりから得られる達成感 ②ケアワークならではの働きがい ③目指
すケアの質 ④就労意欲を促す充足感となっていることを明らかにした．この結果をもと
に本調査で用いる質問票を作成し調査をした． 
 研究Ⅱの本調査 1 では 97 名に対して無記名式質問紙調査を行い，調査用紙に使用する
質問項目の信頼性と妥当性の検証と因子構造の確認をした．介護職員の多くが働く意義を
感じているが，自己を否定する感情が強いことが明らかになった． 






















 また本調査 2 からは，通所介護事業所に従事する 6 年以上経験のある介護職員の特徴で
は，継続就労において「利用者からの信頼」が促進要因である一方，「給与」「雇用形態」
などが阻害要因となっていることが示唆された． 
 介護職員の自尊感情の低さは，利用者と介護職員自身の「介護関係」の中で創造されて
いく専門性形成のプロセスが他の専門職種と異なる点にあると考えられる．①生活環境の
整備にアプローチしていくエコロジカル・アプローチという間接的な介入方法である点，
②自分の人生に起きた出来事を振り返り，統合をする死を意識した生活支援の難しさ，③
ケアワークそのものが「結果」ではなく利用者一人ひとりに応じた関係性づくりの「過程」
を評価する視点が介護職員に不全感を残してしまう点，④介護福祉士養成ルートの多様さ
など，複合的なものに起因していると考えられる．そのような介護職者の専門性の成り立
ちの側面の特異性を捉えることができたことが本研究の成果であると考える． 
今後の筆者の課題は，継続就労につながる「利用者からの信頼」など促進要因の解明や，
職場環境などの阻害要因への介入について考えることである．更にケアを振り返り，達成
感を高めていくプロセスにより介護職員が自己を肯定する感情を強く持てるよう，利用者
とのやりとから得られる満足感や経験豊かなケアワークを概念化していくことである．ケ
アワークそのものが「生活の社会的側面を充足」（奈倉 2013）するという支援の有効性
や，専門職の中でも「身近な支援者」（太田 2012）との誇りを認識できる介護福祉士養
成校教育や介護実践現場へのサポートをしていきたい． 
 
Ⅴ 結論 
 通所介護事業所に従事する介護職員は総じて日々仕事での意義を感じて働いているが，
自尊感情が低い面も持ち合わせている．今後の課題は自尊感情の低さへの対応策を講じる
と共に，継続就労につながる促進要因の解明を行い，離職の歯止めの一助を検討すること
である．その成果を基にケアワークの援助の有効性や感情労働としての仕事の意義を発信
し，介護の専門性の確立に寄与していきたいと考える． 
